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平成 17 年国勢調査 第３次基本集計結果（就業者の職業別構成等）

～埼玉県の概要～

調査結果のポイント

１ 職業

○ 埼玉県の１５歳以上就業者 3,509 千人を職業大分類別にみると、「生産工

程・労務作業者」が 1,005 千人（１５歳以上就業者の 28.6%）と最も多く、

次いで「事務従事者」が 754 千人（同 21.5%）、「販売従事者」が 544 千人（同

15.5%）となっている。

○ 平成１２年と比べると、「サービス業従事者」が 38 千人増、「保安職業従事

者」が 3 千人増となっている一方、「管理的職業従事者」が 15 千人減、「農林

漁業作業者」が 8 千人減となっている。

○ 男女別にみると、男性では「生産工程・労務作業者」が 722 千人と最も多

く、次いで「販売従事者」が 361 千人、女性では「事務従事者」が 442 千人、

「生産工程・労務作業者」が 282 千人となっている。これを平成１２年と比

べると、男女とも「サービス業従事者」が最も増加している。

○「生産工程・労務作業者」が最も多い。

○男性は「生産工程・労務作業者」、女性は「事務従事者」が多い。

○男女とも「サービス業従事者」の増加率が高い。

○平均週間就業時間は 40.7 時間と全国平均より 0.5 時間短い。

（全国順位５位）
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○ 職業大分類別就業者の割合の推移を見ると、「専門的・技術的職業従事者」

及び「サービス職業従事者」で上昇が続く一方、「農林漁業作業者」及び「生

産工程・労務作業者」は低下が続いている。

※その他は「保安職業従事者」及び「分類不能の職業」
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２ 就業時間

○ １５歳以上就業者の平均週間就業時間は、40.7 時間で全国平均より 0.5 時

間短い（短い時間全国順位５位）。

○ 職業大分類別にみると、「運輸・通信従事者」が 49.3 時間と最も長く、次

いで「管理的職業従事者」が 44.8 時間、「保安職業従事者」が 44.7 時間とな

っている。

○ 平成１２年と比べると、すべての職業大分類で減少となっている。

特に、「サービス職業従事者」が 2.4 時間減、「販売従事者」が 1.6 時間減と

なっている。

３ 夫婦の労働力状態、職業

○ 夫婦の労働力状態をみると、夫と妻ともに就業者である夫婦が 738 千組（夫

婦数 1,763 千組の 41.9%）と最も多く、次いで夫が就業者で妻が就業者以

外である夫婦が 645 千組（同 36.6%）となっている。

○ 夫と妻ともに就業者である夫婦の職業をみると、夫と妻ともに「生産工程・

労務作業者」である夫婦が 87 千組（夫と妻ともに就業者である夫婦数の

11.8%）と最も多く、次いで夫が「生産工程・労務作業者」、妻が「事務従

事者」である夫婦が 66 千組（同 9.0%）となっている。

４ 従業・通学時の世帯の状況

○ 従業・通学時の世帯の状況をみると、「通勤・通学者のみの世帯」は 846 千

世帯（住宅に住む一般世帯 2,590 千世帯の 32.7%）となっている。

○ 通勤・通学者以外の世帯員がいる世帯は 1,744 千世帯（同 67.3%）で、こ
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のうち通勤・通学者以外の世帯員が６５歳以上の「高齢者のみ」の世帯が 474

千世帯（同 18.3%）、「女性のみ」の世帯が 434 千世帯（同 16.7%）、「幼児と

女性のみ」の世帯が 180 千世帯（同 6.9％）となっている。


